
令和６年度 学校経営計画 

白山市立湊小学校 

校長 畑澤 潤一 

１．経営理念  

（１）学校は、子どもたちにとって安心・安全に学ぶことができる場、子どもたち一人一人が認められ

「今日も楽しかった、明日も来たい」と思える場、自分に自信を持ち、明日への夢と希望が持て

る場でなければならないと考える。 

（２）急速に変化し予測困難な時代において、一人一人が持続可能な社会の担い手として、新たな価値

を生み出し、たくましく生き抜くには、学校での学びや体験を通して多くの感動や喜びを味わい、

教師や友達等多くの人との関わりを通して社会の中で生きる力を学んでいくことが必要である。

学校は、子どもたちが一人の社会人として自立していくためには欠かせない教育の場であり、学

校が大好きで元気な子どもたち、笑顔と活力にあふれる教師たちがいることが大切である。 

（３）学校は地域・保護者に対して開かれていなければならない。学校運営協議会等を通して、地域の

ニーズに合った課題や思いを共感的に受け止め、共に協力して児童を育てることにより、教育効

果が高まると考える。一方、地域協働活動推進員（コーディネーター）を中心として、学校のニ

ーズに応じた形態で外部人材の活用を進める。したがって、学校運営協議会、学校だより、校長

だより、ホームページ等により、学校の課題や方針・取組を発信し、地域・保護者と一体となっ

た教育を推進する必要がある。また、白山ジオ学習やＳＤＧｓ教育を推進するとともに子どもた

ちが地域の良さを知り、地域に誇りを持てるよう地域に根ざした学校を目指したい。 

（４）人事評価制度を有効に活用し、目標の共有と役割の明確化を行い、一人一人の教職員の能力を最

大限に発揮させるとともに、１年間単位で目指す児童の姿や育みたい資質・能力の実現を学校評

価と連動させながら図っていく。 
 

２．児童の実態 

（１）素直な児童が多く、教職員の意向に従順な傾向がある。 

（２）異学年とのつながり、仲間を大切にする心等が高学年を中心に育っている。 

（３）自分たちでよくなろうとする向上心や、こだわり最後までやり抜く力が乏しい。 

（４）固定化した人間関係の影響があり、特定の児童が活躍する傾向がある。 
 

３．学校教育目標  

 

 

 

〔目標に込めた思い〕 

・主体性（自ら進んで創造していく）   ・協働性（学び合い、認め合い、新たな価値を生み出す） 

・困難な状況、課題にもひるまず、粘り強く最後までやり抜く力 

・夢と希望を持ち、未来をたくましく切り拓いていく児童 

・温かく、思いやりのある児童      ・正しく判断し、行動できる児童 

・友達や自分の良いところを認め合う児童 ・その場にふさわしい良い音が聞こえる学校 
 

４． 教育方針  

（１）学校経営ビジョンの共有化を図り、チームとして意図的・計画的・組織的な学校運営を行う。 

（２）毎日の授業が学校教育の要であることを意識し、授業を通して目指す児童を育てる。  

（３）各校務分掌でつけたい力を焦点化し、集会等を通して児童、教職員が取組を共通理解し、短期ス

パンの検証等を踏まえて目指す児童の育成に取り組む。 
 

のびよう！高め合おう！やり抜こう！ 

～温かく 規律ある 一人一人の良さが認められる 良い音が聞こえる学校～ 



５．目指す学校像  

（１）みんなで学び合い、一人一人の資質・能力を伸ばす学校  

（２）温かく規律があり、活力ある風土の中で、切磋琢磨できる学校 

（３）児童、保護者、地域の方々から愛され、信頼され、応援される学校 
 

６．目指す児童像 

（１）「自ら学び続ける子」  （２）「思いやりのある子」  （３）「たくましい子」 
 

７．目指す教師像 

（１）教育のプロとしての自覚と使命感をもち、愛情あふれる教師 

（２）常に研鑽を積み、創意工夫でチャレンジし、児童に力をつける教師 

（３）元気はつらつ、笑顔いっぱいで児童に活力を与える教師 

（４）同僚性が高く、互いに協力し合いながら、生き生きと仕事をする教師 

（５）児童、保護者及び地域の方々から信頼される教師 
 

８．重点課題 

毎日の授業を通して、学級・学習集団づくりを土台に授業力向上、学力向上を目指す 

〔取組のキーワード〕 

  ①決める ：課題や学び方の自己決定//つけたい資質・能力、ＧＩＧＡの活用や考えさせる場面 

  ②究める ：個別・協働で試行錯誤しながら、粘り強く最後までやり抜く 

  ③確かめる：本当に身に付いたのか、ふりかえり、確かめる、成長や課題の自覚と次時への期待 

＊生徒指導の４つの視点を生かした授業づくり・学級経営 
 

９．カリキュラムマネジメントの柱 ･･･「伝え合う力」 

（１） 学習面（学習指導部）  

①根拠や理由をもとに考えを伝え合う力（思考力、表現力、コミュニケーション能力）「協働力」  

  ②GIGAの活用や対話を生かした協働的な学びの充実「協働力」 

（２） 生徒指導面（生徒指導部）＋道徳科（道徳教育推進教師）  

①友達や自分の良いところを認め合える児童の育成「思いやりのある温かい心」 

②正しく判断し、行動できる児童の育成「判断力」 

（３） 特別活動面（特活保体指導部） 「協働力」「省察力」  

①話し合って決めたことを、力を合わせてやり切る児童の育成「協働力」 

②自身の取組をふりかえり、次の機会に生かしていく児童の育成「省察力」 

（４） 保健体育面（特活保体指導部）  

①粘り強くやり切る児童の育成「粘り強さ・最後までやり切る力・忍耐力」 

（５）取組のキーワード 

学期毎のキーワード：そろえる・きたえる・のりこえる 
 

１０．家庭・地域との連携  

（１）学校運営協議会により、学校と地域との双方向の連携・協働を強化 

（２）白山ジオや地域について理解を深める授業づくりの推進 

（３）「安全基地」としての家庭との連携による成長の支援 

  ①努力の過程を「認める、ほめる、励ます」関わりの共有 

  ②「早寝、早起き、朝ご飯」等の生活習慣の形成 

  ③家庭学習習慣、読書活動の充実 

（４）幼保小中の学びと育ちの滑らかな接続 

（５）安全・安心な環境整備と安全教育の充実   


